
  



  

寄付者の皆様へ 

 

皆様におかれましては、益々ご健勝のこととお喜び 

申し上げます。 

かねてより伊仙町政に対し、ご支援とご協力を頂き 

誠にありがとうございます。 

伊仙町では、平成 21 年度から「きばらでぇ伊仙応援 

寄付金」を創設し、令和 3 年度に 13 年目を迎えました。 

令和 2 年度も多くの方々からのご寄付を頂き、 

これまで様々な事業に活用させて頂きましたので、 

ここにご報告させて頂きます。 

本年 5 月に「奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島」の 

世界自然遺産登録について、IUCN（国際自然保護連合）から、「記載」が適当と勧告

があり、メディアを始め他自治体、研究者の方々からその地域の在り方などが注目を

集めております。改めて、環境省及び県と連携し、外来種駆除対策や、環境教育に力を

入れ、登録に向けて努力していく所存です。 

また、「長寿と子宝のまち」伊仙町として、「子は宝」の精神文化、多世代に渡る集落

単位の交流など、先人達が連綿と繋げてきた他者への思いやりを、これからも繋げて

いきたいと感じております。 

頂いた寄付金は、このような伊仙町の地域性を補完することに全て繋がっており、

これからも本地域の取組、発展に皆様のお力添えを頂ければ幸いです。 

今後もご寄付者皆様のご意向に沿った事業への財源化を元に、年齢、性別、障がい

のあるなしに関わらず、町民を主役とした「生涯活躍のまちづくり」実現を目指しま

す。 今後とも「ふるさと納税」制度の意義をご理解いただき、伊仙町への変わらぬご

支援とご協力を頂けますようお願い申し上げます。 

令和３年 7 月吉日 

伊仙町長 大久保 明 



  

ふるさと納税とは、自分を育んでくれたふるさとや、居住地を問わずお世話になった地域、

応援したい自治体に寄付金の使い道を予め知ったうえで、寄付ができる制度です。 

伊仙町では、平成 21 年度から「きばらでぇ伊仙応援寄付金」を創設し、 令和２年度は 

4,803 件、総額 112,715,616 円ものご寄付をいただき、これまで様々な事業に活用させていた

だきましたのでここにご報告させていただきます。 

今後もご寄付を頂いた皆様のご意向に沿った事業への財源化を元に、さらに力強いまちづ

くりに努めてまいります。 

ご寄付をいただきました皆様のお心遣いに深く感謝いたします。 

指定使途 

特産品開発に関する事業 

健康増進に関する事業 

環境保全に関する事業 

文化の保存継承に関する事業 

子育て支援に関する事業 

青少年育成に関する事業 

観光及び定住促進に関する事業 

その他 

合計 

 

件数(件) 

１，１０７ 

２５１ 

５３８ 

１０９ 

９５３ 

１２０ 

２５７ 

１，４６８ 

４，８０３ 

 

金額(円) 

３０，４１８，０００ 

５，０３６，０００ 

１０，０６５，０００ 

２，５４９，０００ 

２５，００２，０００ 

２，８１１，０００ 

５，７４２，０００ 

３１，０９２，６１６ 

１１２，７１５，６１６ 

 

寄付金の指定使途件数と金額 

特産品開発に関する事業    健康増進に関する事業   環境保全に関する事業  文化の保存継承に関する事業 

子育て支援に関する事業   青少年育成に関する事業   観光及び定住促進に関する事業   その他 

ふるさと納税寄付金の使い道 



 

  

●事業概要 

 

本事業は平成２９年度から実施しており、島外の一流シェフや飲食

店経営者を招き、島内の食材や食品を紹介し、生産者との交流を持

つことで生産者の思いや島食材の良さを伝え、地元生産物のアピー

ルと販路拡大を目的としています。 

 本年度は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策の観点か

ら、オンラインによるシェフ、生産者の意見交換会という形へ切り替

え、実施しました。 

 初の試みとなるため、まずはオンラインの通信環境を東京と伊仙町

両サイドでテスト調整を行い、当日は問題なくスムーズに意見交換会

を行えました。 

また、事前に島食材サンプルを東京へ配送し、実際に手に取っても

らいながら生産者の声を聞き、徳之島の食材をどう発信していくか

等、意見交換を行い有意義な会となりました。 

 今後もふるさと納税の返礼品として、島食材を使ったコースメニュー

をシェフの店舗で提供していただくことにより、ふるさと納税額の増加

や島外の方々に島の食材を食してもらう機会となり、さらなる徳之島

の宣伝効果となることを期待しています。 

●取組実績 

 

第１回 オンライン意見交換会 

開催日時：令和２年１０月１９日（月） 場所：伊仙町内＆東京レストラン六雁 

 

【意見交換会参加者】 

・生産者 

パリ玉・じゃがいも・たんかん 

かぼちゃ・マンゴー・スッポン 

パパイヤ・パッションフルーツ 

 

・加工・販売 

徳南製糖(黒糖) 

直売所百菜(農産物、加工品販売) 

オンライン意見交換会の様子 

                                     

 

■令和 2年度参画レストラン伊仙町特別コース開発実績 

 

１、ラパルタメント ディ ナオキ 

『徳之島の風景』 コースペアチケット 110,000円コース 

①パリ玉のスープ、島豚の自家製生ハムと共に 

②タンカンとブラータチーズのカプレーゼ 

③ソデイカのラビオリ仕立て 

④島野菜のバーニャカウダ 

⑤島キャベツとフォワグラのインパデッラ 

⑥自家製タリアテッレ、伊勢海老のソース 

⑦スッポンと島生姜のリゾット 

⑧島豚肩ロースの薪焼き、黒ニンニクのソース 

⑨純黒糖のジェラート 

⑩島バナナのパンナコッタ 

２、L’EAU（ロー） 

徳之島伊仙町特別コースペアチケット 100,000円コース 

①水 葉 海 樹 

②鰤  大根 

③鰻 伊仙町産ジャガイモ 伊仙町産アオサ  

④伊仙町産スッポン キノコ 伊仙町産びわ茶 

⑤本日のお魚 伊仙町産ソデイカ 

⑥伊仙町産島豚 伊仙町産海老芋 

⑦伊仙町産タンカン 伊仙町産黒糖 

⑧苔 緑 伊仙町産落花生 



 

  

●事業概要 

  

本町では非常に残念ですが、ルールを守らずに、河川・山林・道路・空地等に不法投棄を行ったり、

ごみステーションに不適正排出をしたりする人や事業者がいるのが現状です。 

 このような不法投棄、不適切排出が後を絶たない状況で、令和 2 年度は、不法投棄されたごみの回

収を強化するとともに、町としても関係機関との連携強化や、きゅら海大作戦、クリーン作戦を通して、

環境に対する住民意識の向上、世界自然遺産登録を目前に控え、遺産価値の保全に取り組んできま

した。 

 実績として、98 トンのごみの処理をし、一定の成果が見られました。 

 しかしながら、いまだに不法投棄の傾向があり、今後も対策として、回収、重点地区の巡回や監視

看板設置、広報紙や防災無線による周知が不可欠です。 

西犬田布(宮戸原)   

谷間に不法投棄されたごみの回収作業状況 

検福(海岸沿い)   

不法投棄されたジャガイモ回収前と回収完了状況 

きゅら島・きゅら海大作戦及びクリーン作戦の様子 

家電製品回収作戦の様子 

●事業概要 

本事業は、令和３年７月に延期となった世界自然遺産委員会での登録を目指すとともに将来にわたり

遺産価値維持のため、関係行政機関と諸団体などと連携し普及啓発活動、外来種対策の推進や希少

動植物調査や移植、また希少動植物保護対策に伴うパトロール等を実施しました。 

➊ ➋ ➍ ➏ 

令和２年８月に建設業協会（ボラ

ンティア協力）・自然保護団体・行政

が連携し犬田布岳山麓の糸木名地

区にて２t トラック 12 台分にも及んだ

外来種「ホテイアオイ」駆除作業と不

法投棄物の回収作業を参加者約 55

名で実施。 

 

➌ 

島内の希少な動植

物の保護を目的とした

移植・調査やパトロー

ルを実施。 

地元高校生協力のも

とロードキル防止ポス

ター制作。 

➎ 

喜念浜海浜公園 遊歩

道沿いに繁殖し在来の自

然環境などに深刻な悪影

響を及ぼしている外来種

「ポトス」の駆除作業。 

➊                   ➋ 

 

                               ➌ 

 

                               

➍                 ➎           ➏ 

 

                               

(内、ふるさと納税活用額：4,651,199円) (内、ふるさと納税活用額：2,810,353円) 



  

【伊仙町立伊仙幼稚園】 

【伊仙町立面縄幼稚園】 

＊マイキッチン 
戸外遊びの時に遊具として使用

しています。 
今まで砂場セットしかなかった

ので，キッチンができて友だち同士
で楽しくお料理を楽しんでいる様
子が見られます。 

＊ライトマット(ピンク・青) 
運動遊び・自由遊びの時に使用していま

す。跳び箱の時に着地地点に置いたり、ご
っこ遊びの屋根に見立てたりして色々な場
面で活用しています。軽いので子どもでも
運ぶことができ、協力し合って準備や片付
けをしている姿が見られます。 

＊案内ボードアーチ 
入園式や卒園式等の行事の

案内や、保護者への連絡ボード
として使用しています。見やすく
て案内がしやすくなりました。 

＊ステップ縄跳び 
１つのポールを軸として２人の子ど

もで長縄をすることができるので、活動
の効率も上がっています。また、高さも
調節できるため跳ぶだけでなく、飛び
越える、くぐるといった運動も行うこと
ができ、子どもたちの様々な運動機能
向上につながっています。 

＊案内ボード 
入園式や卒園式の立て看板として使用

しています。式終了後の撮影場所として、
保護者の方にも喜ばれています。また、
普段の保育の中で子どもたちに伝えたい
こと、保護者の方への連絡などをお迎え
時に案内ボードで知らせることで、忘れ物
をする子どもが少なくなってきました。 

＊移動式三角鉄棒 
小型鉄棒逆上がり補助板 

新たに戸外遊具が導入されたことで、子ども
たちや保護者の方にも喜ばれています。逆上
がり補助板を使って、毎日逆上がりの練習に
取り組む子どもの姿が見られます。足の力を
活用しやすくなるため、腕の力が弱くても逆上
がり成功への大きな助けになっています。 

＊平均台ロング 
細い平均台の上を歩くことで、バラ

ンス感覚や体幹などを鍛えることがで
きる遊具です。地面とは違った動きを
することができ、また、遊び方に応じて
幅広く遊ぶことができるので、運動遊
びや自由遊びの時間には子どもたちも
夢中になって遊ぶ様子が見られます。 

＊運動縄跳びロープ 
ロープの長さが長過ぎず、子ども

たちにとっても扱いやすい運動器
具です。引っ張り合って力比べをす
るだけでなく、バランスをとりながら
ロープの上を歩いたり、ロープを並
べて跳び超えたりと、運動遊びをす
る中で有効活用することができて
います。 

●事業概要 

徳之島子ども劇場は、「子どもたちに夢を！たくましく豊かな想像力を！」をスローガンに、島の子どもたちへ生

の舞台芸術を観る機会をつくるため発足しました。今年 30 年周年を迎えることから、九州全体で取り組む企画で

ある「エルマーの冒険」をはじめ、多様性を認める社会へむけて「わたしはわたし、ぼくはぼく」、乳幼児から楽しめ

る「おはなしくじら」等の例会鑑賞を企画し、徳之島の地域全体でより多くの人へ鑑賞体験を提供しています。 

 

【おはなしくじらのおもちゃばこ】 

令和２年１１月１９日(木)開催 

伊仙町武道館にて７０名の会員が鑑賞しました。 

 
【わたしとわたし、ぼくとぼく】 

令和３年３月３日(水)開催 

家族単位での鑑賞の様子と小学校低学年の感想より 

 



 

  

●事業概要 

令和３年３月２４日から２６日に東京体育館にて開催された全国高等学校空手道選抜大会に徳之島高

等学校から男女それぞれ団体形へ出場しました。離島からの出場にあたりふるさと納税により多大なご支

援を頂きました。 

今年度大会は出場した８名の生徒のうち３名が伊仙町出身の生徒でした。結果はくしくも予選で敗退とな

ってしまいましたが、出場した生徒たちにとってはとても貴重な経験となり、今後の大会はもちろんですが、

将来へも活かすことのできるものであったと思います。 

●事業概要 

令和２年度ふるさと納税を活用し、伊仙町空手スポーツ少年団へスポーツ活動の振興を図る

ことを目的とし、空手マットを導入しました。 

本団体は、九州大会及び全国大会の常連であり、数多くの功績を残しています。今後も町内

スポーツ少年団活動の充実を図るとともに、さらなる活躍を期待したいと思います。 



 

  

●事業概要 

本事業費を活用し、伊仙町スポーツ少年団は、日本スポーツ少年団の基本方針に基づき青少年の心

身の鍛錬とスポーツに親しむ姿勢を目的とし活動しています。 

 令和２年度は新型コロナウイルス感染症感染拡大が懸念され全国的に各イベント等の自粛が多く子ど

もたちの活動範囲が狭くなる中、町内のみでの競技別大会を開催し、子供たちに対する精神面のケアに

励みました。開催日程及び結果は以下のとおりです。 

【第 46回伊仙町スポーツ少年団競技別交歓大会】 

●バレーボール競技 

伊仙町内全５チームが参加。 

各チームに参加賞として小学生バレー

ボール公式試合球を寄贈。 

●軟式野球競技  

伊仙町内全３チームが参加。 

各チームに参加賞として公式軟式球を寄贈。 

【スポーツ少年団の大会遠征補助】 

・伊仙拳心館（第５４回奄美空手道秋季（春季代替）大会） 

・伊仙水泳（第２４回奄美短水路年齢別水泳選手権大会） 

・面縄レッドソックス（第４２回鹿児島県下学童選抜軟式野球秋季大会） 

・伊仙野球スポーツ少年団（第３７回鹿児島県学童親善交流軟式野球大会） 

・伊仙剣道スポーツ少年団（第４８回鹿児島県スポーツ少年団競技別交歓大会剣道競技） 

・伊仙サッカースポーツ少年団（第３９回美ら島争奪沖永良部少年サッカー大会） 

・犬田布サッカースポーツ少年団（第３９回美ら島争奪沖永良部少年サッカー大会） 

「ぶらり町歩き」 

「親子コーヒー教室」 

令和２年 10月 17日（土）開催 

参加者：大人 ６人、子ども ７人 計 13人 

阿権子ども会による島っ子ガイドが集落の宝と

魅力を伝えました。 

令和３年３月 13日（土）開催 

参加者：大人 17人、子ども 22人 計 39人 

町内のコーヒー園にて、豆の収穫体験や収穫した

豆を機械にとおして皮を剥く体験を行いました。 

●事業概要 

本事業は、町内の小・中学生及び保護者を対象とし，地域の良さ（自然・文化・人）を活用する参加型体

験活動をとおして、青少年がその良さを感じ取れるよう郷土愛を育むこと、家族の絆を深めることを目的と

して，毎月第３土曜の青少年育成の日に「いせん親子チャレンジ教室」を開催しています。 

●事業概要 

本事業は、町内の小・中学生を対象とし、徳之島では体験できない異文化体験や交流体験、派遣生同

士の学習活動を通して、リーダー性を高める研修「いせんチャレンジ隊の旅」を実施していましたが、全国

的に急増している新型コロナウイルス感染症拡大防止対策の観点から、中止となりました。 

(事業費は令和 3年度へ繰り越し) 



 

  

この 3 月まで 5 年間お世話になりまし

た。大好きな伊仙町に少しでも貢献できた

らという気持ちです。応援しております♪ 
いつか行ってみたい場所です。 

応援しています！ 

今年も伊仙町にふるさと納税が出来て誇りに思う。仕事があること。健康で

あること。ふるさとがあること。命ど宝であること。伊仙町の町民の皆様に外国

の方も応援して頂いていること。多くの方に支えられていること。どうか力にし

てこれからも全力で頑張ります。働けることに心より深く感謝申し上げます。 

コロナウイルスの影響に負けず、

頑張っていきましょう。 

世界遺産になるよう応援しています！

頑張ってください！ 

有名シェフとのコラボ

企画はとても魅力的で

楽しみです。 

未来を担う子供達の為に

役立ててください。 

ふるさと納税の紹介を見てい

て、徳之島に行ってみたくなりま

した。 

面縄出身です。初めての寄付です。昨年末に 30 数年ぶりに帰省し何か生まれ故郷

に貢献したくて空港の待合にあった、ふるさと納税のパンフレットが目に留まりまし

た。日本の地方はどこも地域の衰退が叫ばれて久しいですが、少しでも力になれれば

と思いました。頑張れ伊仙町！！ 

元島民です。2 回目の寄付になります。コロナや台風

と、いろいろと大変でしょうが負けずに頑張ってください

ね！遠方からで何も出来ませんが心から応援してます。伊

仙町がなんとか元気になる方策がないか。何か力になれ 

ないか、島外民が参加出来るネット上のイベントとか

あれば良いのになと思います。 

故郷のものを、身近な大切

な方へ配っています。 

伊仙町の特産品を全国の方

に紹介したいです。町長さんと

担当の方々のご苦労に感謝し

ています。これからも応援して 

います。 

ワイドー！ 

美味しい農産物作りを応援して

います。頑張ってください。 

長寿の島の体にも良い食

材やお酒をいつも楽しみに

しております。 

とても綺麗な海に行ってみたいです。 

地域の活性化に役立てて頂けたら嬉しいです。 

ゆらしい長寿と子宝の

里、伊仙よいつまでも！ 

徳之島コーヒー栽培頑張って下

さい。楽しみにしています。 
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〒891－8293 鹿児島県大島郡伊仙町伊仙 1842 

伊仙町役場 未来創生課 ふるさと納税担当 

TEL：0997－86－3111 FAX：0997－86－2301 

EMAIL：furusatonouzei@town.isen.kagoshima.jp 
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おわりに 

 

制度発足当初から何年間も連続してご寄付いただいた方、

また本年度初めて徳之島伊仙町を知っていただいた方など、

多くの皆様の様々な想いの詰まった貴重なお志を、町としてこ

れからも有効に活用させて頂きたいと改めて感じます。 

 

ふるさと納税制度で伊仙町を知っていただいた方、また出身

者の皆様と、これからも何らかの形でつながっていければと思

っています。本当に貴重なご寄付をありがとうございました。そ

してこれからも徳之島、伊仙町をよろしくお願いします。 


